
「日本語論文の探し方」

スライド見本

※説明の例がここに表示されます※



論文

論文のよいところは、最新の研究動向に触れられるところです（最新の論文の場合）。図書にはな
い情報も多く、図書とあわせて情報収集の基本資料といえます。図書を一通り探して必要な情報が
足りない場合は、論文にも手を広げてみるといいでしょう

図書と同じく基本資料
最新の研究動向に触れられる
図書にない情報も



論文 CiNii Research

ご紹介するのはCiNii Researchというデータベースです



CiNii Researchにアクセスするには、図書館ＨＰの「データベース」をクリックします



「全分野（文献・所蔵情報）」の「CiNii Research」をクリックします



キーワードを入力して「検索」をクリックすれば論文を探すことができます。ここでは、複数の
キーワードを使って検索してみましょう

「CiNii Research」 https://cir.nii.ac.jp/



松江×歴史

例えば松江の歴史について調べたいとき、「松江」「歴史」などが基本のキーワードになります
（※検索テーマは、学科や授業内容によって異なります）



松江×歴史

松江×歴史×江戸

これらに加えて特定の時代を示す「江戸」などのキーワードを増やすと、検索する情報を絞ること
ができ、ヒットする件数が減ります。逆にキーワードを減らせば、検索する情報の範囲は広くなり、
ヒットする件数が増えます。検索結果が多すぎる場合はキーワードを増やしたり、検索結果が少な
すぎる場合はキーワードを減らしたりして調節しましょう。

増減

検索
結果 検索

結果



松江or出雲×歴史×江戸

他にも、工夫できるポイントがあります。例えば、論文のタイトルに「松江」もしくは「出雲」の
どちらかが入っている論文を探したいというときには



(松江 OR 出雲) 歴史 江戸

CiNii ResearchやCiNii Booksの場合は、「どれか入っていてほしいグループ」のキーワードをORでつ
ないで、（）で閉じましょう。ORでつなぐ検索は、同義語・類義語をまとめて検索するときにも
便利です。検索してみて思ったよりも論文がヒットしないときは、「どれか入っていてほしいグ
ループ」に入れられる類義語などがないか工夫してみましょう

どれか入っていてほしいグループ



松江 歴史 江戸

(松江 OR 出雲) 歴史 江戸

このとき、キーワードなどの前後にスペースを入れることが必要です

スペース

スペース



「(松江 OR 出雲) 歴史 江戸」で検索してみます

(松江 OR 出雲) 歴史 江戸

「CiNii Research」 https://cir.nii.ac.jp/



CiNii Researchでは論文だけでなく、研究データ、本、博士論文、研究プロジェクトなども検索する
ことができます。検索結果を論文に絞りたい場合は、「データ種別」の「論文」をクリックします

「CiNii Research」 https://cir.nii.ac.jp/



論文に絞ることができました。もし、興味のある論文が見つかって、読んでみたい場合、タイトル
をクリックしてみます

「CiNii Research」 https://cir.nii.ac.jp/



「CiNii Research」 https://cir.nii.ac.jp/

論文の詳細画面を開くことができます。「収録刊行物」の下に、その論文が載っている雑誌名、巻
号、掲載ページ、発行年、出版者などの情報が表示されています



巻号を覚えつつ、CiNii Books をクリックします

「CiNii Research」 https://cir.nii.ac.jp/



CiNii Bookのページへ移動します。大学図書館所蔵情報を見てみると、島根大学が所蔵しているこ
とが分かります

「CiNii Books」 https://ci.nii.ac.jp/books/



OPACをクリックすると

「CiNii Books」 https://ci.nii.ac.jp/books/



島大OPACへ移動します。巻号を見ると、さきほどの論文が載っていた巻号58(6)が所蔵巻号に含ま
れていますので、附属図書館にあることがわかります。雑誌のある場所へ行って、コピーなどをと
ることができます



「CiNii Research」 https://cir.nii.ac.jp/

論文によっては、タイトルをクリックして詳細画面を開くと、「機関リポジトリ」「J-STAGE」
「DOI」などのオレンジ色のアイコンが表示されているものがあります。このアイコンをクリック
して表示されたページで、論文のPDFファイルをダウンロードできる場合があります。※オレンジ
色のアイコンが表示されていても、一部の論文が公開されていない場合もあります。


